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調期一
《私見〉
建設省九州地方建設局河川調査官田中慎一部
方都市， 20世紀の大東京，工業都市のよう
に日本の都市の形成は大きな波を持ってい
るようです。(鴎-2) 
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1.河JIの行政の流れ
1. 1 菌土開発と社会資本投資
関土開発の歴史は社会資本の投資の歴史
でもあるが，同時の整備された間土の上に
咲く文化の歴史でもあります。歴史のなか
でト初めての本格的社会資本投資としては崇
神天皇の依網地の築造や仁徳天患の茨田堤
の築堤が有名ですが，ここ佐賀の地で発摺
された日本最古の水田跡，菜畑遺跡や貌史
倭人伝にある環濠や藩築工法の墳丘墓のあ
る吉野が里をみると，今日の我々の生活が
二千年らいの社会資本投資の積みかさねの
上にあることが改めて実感されます。
日本の人口の推移を見ると，縮作の導入
から小潤川の改修・ため池の築造など8世
紀までの大きな社会資本の整備の時期，ま
た戦国時代から徳川幕府初期までの大河川
改修の時期に大きく人口が増加しており司
本の国力が蓄積されていることがうかがえ
ます。(関-1)また都市の形成過程から
3~5 世紀の難波，太宰府， 7~8 世紀の
京都，奈良， 15~16世紀の江戸，大阪，地
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額一 2 肢史的にみた社会資本の議繍の流れ
下河辺氏は，この様な社会資本の蓄積の
谷間には日本の絢購たる文化が発達した時
代があり， 9 '"'"'10世紀は遺唐使も蕗止し，
和風文化が生まれて来ましたし， 17'"'"'18世
紀には元禄・化成時代のように華やかな江
戸文化が出現しており，いわゆる社会資本
蓄積の谷間は非常に面白い時期になると指
摘しています。そういうふうに見る時， 20 
世紀後半の今自，高度経捺成長の時代の人
口の大移動をへて，長男・長女時代と言わ
れるように転勤を極度に嫌う安定指向の世
の中の到来のなかで，こんどはどのような
文化が発麗するのか非常に興味があります。
明治以降の国土開発の歴史を少し詳しく
見てみましょう。まず明治持代は西欧の近
代文明を採り入れ，抜本的な社会資本の整
備が行われた大規模プロジェクトの時代と
えると思います。鉄道の敷設，これは船
間麗・港町の抵抗を押し退けておこなわれ
ましたし，義務教育制度の導入も藩校・寺
子麗という下地はあったとはいえ，農家か
らの労働力奪取への反対を抑えて行われて
います。そのほか官営製鉄所の建設，交通・
通信基盤の建設，治水事業の着手など殆ど
が官主導のもとに大規模に行われておりま
す。技術と行政と政治が揮然一体となって
大改革を進めた時代と言えると思います。
もっとも法科万能主義のはしりとして，新
しい行政を始めるには法が必要であり，
が治水事業を始めるには，まず法整備必要
ということから，明治29年の治水予算の圏
会通過の前に慌ただしく河川法が制定され
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た経緯もあったようです。
つぎに明治40年から大正7'"'"'8年頃が畏
簡が台頭してきた時期で株式会社が始動し
はじめ，これを法律によりコントロールす
るかたちで行政が動く構造が出来てきた頃
です。そのころ都市計覇法，電気事業法，
新耕地法等が制定されております。
その後，第一次大戦，関東大震災があり，
政府は災害・貧悶・不況対策に悩まされる
時代を迎えるわけで，まさに百本資本主義
の胸突き八了といえる時期が続くわけです。
昭和13年になると国家総動員法が発令さ
れたり， 15年には企画院で国土防衛，民族
増強，工業・輪送増強、食料確保を目的と
した国土計画策定要綱が策定されるなど戦
争一色となって行くわけですが，同時にこ
の時期はドイツを手本に悶土計画が勉強さ
れた時期でも有ります。
戦後は戦災復興に力が住がれるなか21年
に復興国土計画要綱が，また25年には国土
総合開発法が施行され，議初19の特定地域
が指定され食料・水力・地価資源を中心に
産業復興を押し進められました。これらの
地域では荷川の総合開発を進める必要性が
強く認識され，後の「特定多目的ダム建設
促進法Jや「水資源開発促進法Jの制定へ
繋がってきているといえます。
その後は御存知のとおり，高度経済成長
期，オイルショック，パフ令ル崩壊をへて今
日にいたる訳です。
この様な社会の動向のなかで各種の社会
門俸の配分が大きく移り代わってきており
ます。(盟…3)また整備水準の舷史的変遷
も図 4に示すとおりです。
近年は各部門の事業も根幹的施設から身
の田りの施設，生活関連の施設まで施策が
きめ細かくなって来ており，部門別水準の
単純な比較は難しくなりつつあります。む
しろ部門内部の移り変わりも興味あるテー
マのーっかも知れません。近年部門別の投
資配分がほとんど変化していないとの批判
もありますが，環境問題への取組や，まち
づくりへの取組など施策の多様化がなされ
て来ており，従来の機能にのみ着呂した部
門の分け方自体も再検討を迫られていると
いえます。
1. 2 水行政に関わる諸法制jの変穣
我が屈における水法の大家，金沢良雄氏
によれば(水法・1960)，明治以降の水に関
する法制の発展に付いては大きく 5期に分
かれるとされています。
第一期は明治初期より河川法が制定され
た明治29年までで，その特徴は1)比較的，
断片的な布告，令違，宮司令等により行政が
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資本の蓄積がなされて来たわけです。明治
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進められていること。 2)富家権力による
支配への方向が次第に推進されたこと o3 ) 
重要河川の治水に重点が置かれたこと等で
あります。
第二期は河川法(明治29).砂防法・森林
法(明治30)の，いわゆる治水三法が制定
され治水事業が著しい進展期を迎えてから
明治の終わりまでで，いまだ利水関係法規
の整備がもとめられるに至っていなかった
時期です。漸く明治末，水利組合法(明治
41)・電気事業法(明治44)の成立を見てお
ります。
第三期は司露戦争後，さらに第一次世界
大戦による自本経済の飛躍的発援により，
大規模水力発電の開発が押し進められ，利
水面で新たな関心が持たれるに主主り，昭和
12年の河水調査協議会の設立まで，利水者
間及び、治水と利水間の調整が大きな問題と
なってきた時期です。
第四期は昭和12年墳から第二次大戦終了
までで，因坊の充実や戦争遂行の為に国家
統制が進んだ時期であり，河水統制事業の
着手など水に関する省庁が初めて横断的な
取り組みを行い，後の河JI!総合開発の芽が
出てきた時期でもあります。
第五期は戦後復興以蜂で，連続する大洪
水や電力需要・水需要の増大等で，治水・
利水両立百で水への関心が急速に高まるとと
もに，その対象範囲も河川だけでなく，地
下水など各種形態の水に広がり，更には水
資源の総合的な保全・開発・利用が問題と
されるようになった持期です。
その後，水資掠開発促進のための特定多
自的ダム法(昭和32)，水資糠開発促法，水
資調開発公団法(昭和36)の制定によって，
総合的な水開発体制の整備がなされた訳で
す。このように明治29年の持}I!法制定当時
とは湾JI!を取り巻く環境も大きく変わって
来たことから， 1)水利を中心とする澗JI!
使用関係規定の整備， 2)ダムの訪災規定
を明確にすること， 3)区間主義河川管理
制度から水系主義河川管理観度への転換な
どを改正の主要事項とする新開JI!法が，昭
和39年に制定されて今日に到っております。
日，高度経済成長をすぎ，オイルショッ
クをへて，安定経済成長のもと，環境対策
や地域整備との連携が社会資本整備のなか
で議要なテーマとなって来たため，河川行
政にも多様なニーズに多様な手法で対応す
ることが求められています。その一例とし
て，昭和62年には，環境整備事業等…部の
持JI!工事について，地域に最も密着した行
政主体である市長村長に参画の道を開く法
改正を行っております。
上海Jllfi政の課題と展望
2. 1 議外国における氷法の展開
水に関する法律が，国際的に住目されて
きたのは，多居間を流れる河川の航行等の
調整の原則に関するマドリツド主主意(国際
法学会)にその端絡をみることができます。
その後，水利用に関するニューヨーク決議
以降，水の捉え方，水利用の管理・
調整に関して各種の会議が持たれて来てお
表-1 水i去に関する国際会鵡
1 9 1 1 マドリッド笈言 間際法学会
1 9 5 8 国際河川の水利用に関するニューヨーク決議 国総法協会
1 966 鴎際河川の水利用に関するへルシンキ焼刻 ~際法協会
1 968 ヨ…ロッパ水慾率 ストラスブノレグ
1 9 6 9 ~お l 思水法学会メンドーサ アルゼンチン
1 969 役界の水法制度に関する国際会議 ノ"，)/ンシア
1 9 7 6 ~高 2 回水法学会カラカス ベネズエラ
1 9 7 7調速水会議
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霊祭-2 綴水法の成立
1957 西独水管理法
1963 東独水法
1964 プランス水法
1971 ソ遊水基本法
1973 英国水法
1974 コロンピア水法
1992 プランス新水法
ります。(表-1)
これらの会議の成果を踏まえつつ西欧各国
では水法として，水に関する総合的法規とし
ての立法が進められて来ています。(表 2 ) 
一般に水法はA)慣習的制度:宗教的起
源に基づくもので共間体的に水が管理され，
水の公共性と厳密な配分原則が守られてい
る。 B)伝統的制度・近代の所有権制度を
背景として，田家的背景のもとに，水資源
の私的専用化がおし進められる。 C)現代
的制度:国家のコントロールの下に包括的
な水管理が行われ，公共の利主主と市場原期
の双方に重点を讃いた政策が実施される。
の3種類に分殺されるようですが，近年改
されている諸外国の水法では多くがC)
に分類されるようです。その原期を達成す
るために基本的な治水・利水等の施設整備
と併せて水量，水質，洪水防御に関し次の
ような施策が導入されています。
①水量節水の動機づけ，還流の確保
-取水料金
・還流の度合いによる格華料
率の設定
②水質水質改善の為の財源確保
-排水課徴金
③洪水氾濫の許容
-氾濫区域の明示
これらの施策は治水，利水，環境保全等水
に関する政策的目的達成のため，ハードな
対策事業の実施とあわせて経済的インセン
チプの付与，土地利用規制等を総合的に展
開しようとしているものです。
英国自然流の原則では「昔ながらに水は
流れ，そして流さなくてはならないjと言
うそうですが，それにちかづく為に①~③
の施策が位龍付けられていると思います。
今後の我が菌の水に関する法制・行政がど
ちらに向かうべきか，多くの示唆に富む事
例だと考えております。
2. 2 籍 8次五箆年計閣にみる今後の湾
1行政の方向
治水事業五箇年計画は，毎年度の経済情
勢に左右されることなし治水事業を長期
的展望の基に計麗的に実行すべく，昭和35年
に成立した治山治水緊急措護法で位寵づけ
られています。
第1次五筒年計画からの概要は表 3に
示す通りですが，近年の五笛年計画の柱
の立て方を見ますと，特に環境対策・危機
管理への取組への変化がうかがえます。
(表 3)特に第八次五欝年計闘を策定す
るに当たって，初めて湾}1審議会より「今
後の河JlI整備はいかにあるべきかjについ
て答申が出されており，この中で沖積平野
で高度な社会・経済活動を営む百本の特性
察-3 五箇年計顕の柱の立て方
4次 第 5~6 次 第 7
S47~51 S52~61 S62~H 3 
河川事業基本施設 安全で活力ある関土送機の 安全な社会基擦の形成
形成
ダム惑築地域紡災地域 水と緑霊まかな生活環境
の創造
砂防署葬祭 環境保全施設 社会・経済の発展に向けて
の水資源開発
水資源開発施設 うるおいとふれあいのある 超過洪水奨常潟水等に
水辺章表墳の形成 鍛える危機管理施策の
援関
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から防災・減災対策としての治水事業のさ
らなる充実は当然としてさらに，自然と都
市化社会の共生を目指した治水事業の新し
い展開が求められています。
第一に「潤いのある美しい水系環境jを
創造していくことの必要性を強くうたって
います。これは従来，河川管理の中では治
水・利水が第一位で環境への配慮、は余裕が
あれば行うという感覚から，rこのような水
系環境は災害防止面，及び利水詣で健全な
機能を持つ水系を構築していくことと一体
となって，水と繰豊かな素精らしい環境を
整備して行くことにより実現していく必要
がある。Jと言う様に変化してきており，治
水事業自体が水辺環境の創造を同時に行っ
ていくという視点を噂入したことが画期的
なものと替えます。
また，第こ点目として，従来，計題対象
洪水や渇水への対策としての治水計画・水
資源開発計冨であったものを，自然界には
それを越える現象が当然出現すること。ま
た，今日の自本では善し悪しは別として，
世界や地域をリードする社会・経済活動の
拠点が各地の沖積平野に展開する都市に蓄
積されており，これらの機能が計調を越え
る洪水・渇水に対しでも壊滅的な被害を受
けない，つまり，外力をしなやかに受け流
せるような水環境が必要であり，そのため
の施設の作り方，社会システムの在り方を
考えて行くことが重要であるとしておりま
す。これらを総称した危機管理施策の展開
を求めています。
2. 3 今後の河川行政の課題
1 )総合化に向けた河川行政
第3次全国総合開発計画において国土の
管理・把躍単位として流域留が提唱されて
います。これは高度経済成長の過程で生じ
た過密と過疎の開題を考える一つの切り口
として持ち込まれたものです。適度な大き
さの流域界は江戸時代の藩の単位と良く
致しております。当時のゼロ成長下での安
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定した経済圏・文化閣の基本単位とも言え
るのでしょう。
ちょうどその慣，昭和52年建設省では
f総合治水対策Jを打ち出しています。こ
れは大都市圏での急速な，そしてスプロー
ル的な市街地拡大に，河川の整備が追いつ
いて行けなくなったことから，緊急避難的
な，進度調整的な色合いの濃い施策であり，
都市部周を始め広範囲な機関の協力を必要
とするもので，流域単位での整髄計踊を関
係者が構成する協議会のもとに策定してい
くと言うものです。
このほか，下水道マップや全県域下水道
化構想のように，いわゆる下水道の整備計
画の策定においても，下水道(建設)，集落
排水(農林)，合併静化槽(厚生)の各分野
の総合調整も始まっております。
また水賢汚濁対策連絡協議会のように，
行政の横断的な対応が求められる水質事故
等の緊急体制や，汚濁防止の啓蒙活動など
の分野において市町村，県の行政区域を越
えて流域単位での連携が始まっています。
ちなみに，諸外国では2-1で紹介した
ように， r水法jとして水に係わる行政の基
本法があり，各種行政が総合化する方向に
あります。イギ、リスでは1973水法で以前の
29の河J1庁157の水道公社，1393の下水道局
の権限が1974年4月I日から10の流域管理
庁に引き継がれています。これらの組織は
流域界に基づき水領環の全ての面について
を持ち，水資掠開発・水供給・洪水対
策・下水処理・消J1汚染対策・漁業・河川
環境保全・レクレーションすべてに対応し
ているとのことです。
このように，今後の水問題は水の鰭環経
路に基づき，流域を単位として取り扱うこ
とが重要で，水に甚接関係する各種行政の
総合化(統合化)の流れと，これに影響を
与える各種行政(土地利用・産業)の総合
化(調整)の流れと，二つの総合化への取
り組みが重要な課題となってくると考えて
関 5 耐水型地域整備機嫌イメージ臨
おります。
2 )危機管理に関する河川行政
河川管理行政の特徴として，道路管理の
ように事故時に交通規制をして人為的に外
力をコントロールし危機を匝避する手法が
ないことがよげられます。洪水時に蜂雨麓
を200附や300mmで打ち止めとする技術や，
渇水特に雨をもたらす技令官は今の所のぞむ
べくもなししたがって治水計酪，和水計
画の対象としている洪水や渇水を越える外
力が社会経済上多大な被害を及ぼす事が懸
念されるのであれば，それらが，及ぽす被
害を軽減させることも持}l1行政の中に取り
入れる必要があります。
イ)洪水について
日本の主要都市の大半が洪水時の水位よ
り低い土地に展開していることは，我が圏
の大きな特徴です。大阪とロンドンを詑べ
てみると，両都市の違いがよくわかります。
このように我が悶の大都市周辺ではもはや
河道の流下能力の増大は願うべくもなく，
また日本の洪水被害の多くが破堤によって
もたらされている事から，特に大都市の大
河川では越水しでも破堤しないように幅の
広いスーパー堤防を導入し始めています。
これは言わば沖積層の宿命からの脱出とも
えるでしょう。
この他浸水常習地帯ではライフラインの
確保のため耐水型地域整備事業等の施策を
しています。これにより壊滅的な被害
を避けるため，まちづくりのなかで計闘を
越える洪水を柔らかく受け流すためのハード
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渇水対策答;墜は、 i滋滋の治水谷畿、利水容重量の下Iζ通年2主主設として者護保し、
通手誌の利水量護局では{使用せずに辞在意蓄を図り、災?昔話3水の時iζ使用するものです。
図-6 渇水対策ダムの容童数段分
とソフトの対策を整備していくこととして
おります。
ロ)渇水について
都市が発展する中で大量の水を消費して
いくこととなりますが，この需要に合わせ
て通常の水供給の安全度で水資源開発が進
んで行きますと，いざ渇水となった場合の
影響はより広範聞に，そして深刻になって
来ます。これは，その都市が関内の，世界
の中枢機能を集積している場合はなおさら
です。昭和53年の福岡渇水をみるまでもな
く，大都市での深刻な潜水は都市機能の低
下をもたらします。このため水資源開発の
進んだ地域では通常のダム容量の他に，
め潟水時用のダム容量を確保するとともに，
常に渇水時の対策マニュアノレを整備してお
くことを施策の中心とした異常渇水対策が
望まれるのです。
3 )生態系を考躍した河]11行政
1992年にはブラジルで地球環境サミット
が開催されました。 20世紀も最後の10年に
入り再び環境問題が大きく取り上げられて
います。今回問い掛けられているものは，
以前の公害型とは異なり，言わば生態型と
でも言うべきもので，これは産業革命以来
の「成長jに関する考え方をどう転換させ，
持続可能な経済社会を構築していくのかが
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関われているのです。
特に海}1行政はもともと自然に存在する
河川の管理・改修を行うことから，公共事
業のなかでもっとも環境に配慮、しなければ
ならない分野です。このため単に治水，利
水，アメニティと言うような鏑別機能を最
大限に発捧させることのみに価値を求める
ことなし自然界の法則を無理のない形で
組み込んだ施策・事業の展開が求められて
います。
このため河川環境管理基本計画の策定
(図-7)，多自然型]11づくりの推進
(国一8)，魚の登りやすい}1づくり等多く
の取組がなされており，今後は各種事業の
基礎となる水辺の国勢調査の充実と，我が
留の風土に合った多自然型工法の開発，ま
た本来多自然型であったコンクリート出現
以前の工法の弱点の改良等がさらに充実さ
せていくことが求められております。
4 )低平地における消川行政
2. 3 1)で述べたように，日本は江
戸時代の関に3000万人が安定して住むのに
ちょうどよい水システムを構築していたと
えます。これは明治以前の損られて技術
の中で，且つ封建時代の村落共肉体の仕組
みのなかで最もバランスのとれたシステム
であったと言えるでしょう。その後，明治
図-7 河川環境管理基本計溜
替の姿 従来型河川改修の姿 これからの新しい)11づくりの試み
題-8 多自然製)1づくりの推進
以降の近代土木技術・合理的精神の導入，
戦後の民主主義の導入や高度経済成長に
よって急速に都市化が進麗し，同時に人の
心にも「都市化jがもたらされています。
この様な中で日本誌 1億2000万人が住む国
土へと変化してきた訳で，当然土地利用は
大きく変化し，特に都市近郊の低平地域の
水システムはスプロール化による物理的混
乱と"心の都市化"による合意形成システ
ムの混乱を同時にきたしております。
もともと急峻な自本の地形と溢帯モン
スーンの気候のなかで， fs:平地では河川の
水量の変化は著しく，いったん氾濫すれば
一面に被害をおよぽし，晴天が続けばたち
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まち水枯れを起こしていました。このなか
で人が安定して住むには，出来るだけ多く
の持川水を平滑化させ各種用水を安定して
取水出来るようにし，また洪水を出来るだ
け速やかに海へ流しさることが求められて
きた訳です。
しかし「総合化jのところで述べたよう
に，このようなニーズは追求して行けば擦
限のないものであり，これを櫨度に追求し
たとして安定した社会にたどりつくかどう
かは，不確実ですし，また「生騒系jの所
で述べたように水コントロールシステムの
評価の中に治水・利水の利便性のみを合理
的に評価するのではなく，別の尺度での評
価が必要となって来ているという認識が一
方で強くもたれてきております。
しかしながら，アンナ・プラムウェルの
「エコロジーjの訳者金子氏も次のように
指摘し，問い掛けています。、エコロジスト
の特徴の一つに，真理探究という態度があ
る。しかし真理あるいは客観的実在の追求
が，ひるがえって非現実的な事態を導く可
能性もある。科学主義の態度から原始的な
地球村構想が生まれるのはその一例である。
…いったい人類は、やせたソクラテス
としてやせた土地で牧歌的生活を送りなが
ら生きていくべきなのか?九このように新
しい社会の枠組みを提示出来ない単純なエ
コロジストにも簡単に賛同するわけに行か
ないのです。
このように色々な主張が交錯するなかで，
これを解くかぎとして，新たな技術の開
発・導入と共に，地域社会で水システムへ
の参加と合意形成システムの再構築が求め
られていると患います。つまり人と水のか
かわり方・水文化の再構築が，現在の都市
生活を前提とした社会のなかで迫られてい
るわけです。今日地球温暖化と海開上昇の
問題がとりざたされるなど，低平地の抱え
る問題は広範囲に及んでトいます。そのため
には，水に関するあらゆる情報(流域情報・
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治水・利水・環境・文化…・・・)が整理され，
研究され，そして発信される必要がありま
す。そうしてこそ，新しい文化が新しい技備
を基礎に成熟していくであろうと患います。
日本有数の低平地を抱える佐賀の地に佐
賀大学低平地防災研究センターが設立され
ているのはまさにその為であろうと一人で
納得しております。
終わりに
行政の立場はとかく今日の問題と明日の
問題に同時に答えを求められがちです。
我々は毎自の課題に休むことなく応えつづ
けてつつ，問時に，新しい水文化の創造に
向け幅広い議論を産・学・官・野の連携で
起こして行ければと思っております。
大幅に遅れた拙文を辛抱強く待って頂い
た古賀先生に感謝いたします。
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